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（
敬
称
略
）

◎
農
業
委
員
会
の
委
員
の
推
薦

議
会
推
薦
の
農
業
委
員
が
任
期

満
了
と
な
る
た
め
、
次
の
３
名

を
推
薦
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま

し
た
。

近　

藤　

郁　

子

三　

浦　

桂　

司

青　

木　

秀　

子（
栄
町
）

◎
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に

反
対
す
る
意
見
書
を
豊
明
市
議

会
か
ら
国
に
提
出
を
求
め
る
請

願

　
　

平
成
26
年
６
月
26
日

　
　
　
　

不　

採　

択

◎
豊
明
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
促

進
を
求
め
る
請
願

　
　

平
成
26
年
６
月
26
日

　
　
　
　

採　

択

◎
政
府
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
を
求
め
る
陳

情

　
　

平
成
26
年
６
月
26
日

　
　
　
　

採　

択

◎
豊
明
市
議
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

を
市
民
参
加
で
策
定
し
公
表
す

る
こ
と
を
求
め
る
陳
情

　
　

平
成
26
年
６
月
26
日

　
　
　
　

不　

採　

択

　

６
月
定
例
月
議
会
は
、
平
成
26
年
６
月
６
日
か
ら
６
月
26
日
ま
で
の
21
日
間
に
わ
た
り
開
催
し
、

議
案
10
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
２
件
の
ほ
か
、
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
書
案
３
件
な
ど
を
審

議
し
ま
し
た
。

提
出
さ
れ
た
議
案

決
ま
っ
た
主
な
こ
と
が
ら

議
　
案

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
名

議
決
状
況

可
否
決
の
別

賛
成

議
案　

51

平
成
26
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

6
・
26　

否
決

4

議
案　

52

工
事
請
負
契
約
の
締
結
（
校
舎
増
築
工

事
）

6
・
26　

可
決

19

議
案　

53

市
道
の
路
線
廃
止

6
・
26　

可
決

19

議
案　

54

市
道
の
路
線
認
定

6
・
26　

可
決

19

議
案　

55

豊
明
市
附
属
機
関
設
置
条
例
の
制
定

6
・
26　

可
決

19

議
案　

56

豊
明
市
職
員
の
配
偶
者
同
行
休
業
に
関

す
る
条
例
の
制
定

6
・
26　

可
決

19

議
案　

57

豊
明
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正

6
・
26　

可
決

19

議
案　

58

平
成
26
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

6
・
26　

可
決

19

議
案　

59

平
成
26
年
度
豊
明
市
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

6
・
26　

可
決

19

議
案　

60

平
成
26
年
度
豊
明
市
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

6
・
26　

可
決

19

議
案
第
51
号　

平
成
26
年
度
豊
明
市
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）（
委
員

会
審
査
期
限
延
期
）

6
・
6　

可
決

13

人
事
案
件

請
　

願

陳
　

情
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議案等の審議結果

報
告　

９

平
成
25
年
度
豊
明
市
土
地
開
発
公
社
決

算
並
び
に
平
成
26
年
度
豊
明
市
土
地
開

発
公
社
事
業
計
画
及
び
予
算
の
報
告

6
・
6　

報
告

―

意
見
書
案

　
　
　

４

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
関
す
る

意
見
書

6
・
26　

可
決

14

意
見
書
案

　
　
　

５

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
す

る
意
見
書

議
決
不
要

―

意
見
書
案

　
　
　

６

Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）
交
渉

に
関
す
る
意
見
書

6
・
26　

可
決

19

動
議　

４

近
藤
惠
子
議
員
に
対
す
る
懲
罰
動
議

（
５
日
間
の
出
席
停
止
）

6
・
6　

可
決

11

請
願　

３

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に
反
対
す

る
意
見
書
を
豊
明
市
議
会
か
ら
国
に
提

出
を
求
め
る
請
願

6
・
26

不
採
択

7

請
願　

４

豊
明
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
促
進
を
求

め
る
請
願

6
・
26　

採
択

18

陳
情　

６

政
府
へ
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
関
す
る
意
見

書
の
提
出
を
求
め
る
陳
情

6
・
26　

採
択

19

陳
情　

７

豊
明
市
議
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
を
市
民

参
加
で
策
定
し
公
表
す
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情

6
・
26

不
採
択

6

推
薦　

１

農
業
委
員
会
の
委
員
と
な
る
べ
き
者
の

推
薦

6
・
6　

推
薦

16

（全会一致でない議案等の賛否） ○：賛成　×：反対　除：除斥　欠：欠席　停：出席停止

※委員会審査期限延期と動議４が採決された６月６日については、議長が欠席したため、副議長が議事を行いました。

議案等番号

会　　　派　　　名 市　政　会 市政改革の会 公明党市議団 －

　
　　　　　　　　　　議　　員　　名

　　件　　名

川
上
　
　
裕

毛
受

明
宏

近
藤

郁
子

三
浦

桂
司

平
野
　
龍
司

平
野
　
敬
祐

村
山

金
敏

安
井

明

伊
藤
　
　
清

月
岡

修
一

堀
田
　
勝
司

藤
江
真
理
子

早
川

直
彦

山
盛
左
千
江

近
藤

千
鶴

一
色
美
智
子

近
藤

善
人

近
藤
　
惠
子

杉
浦

光
男

前
山
美
恵
子

動 議 ４
近藤惠子議員に対する懲罰動議（５日間の出
席停止）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × ○
議
　
長

× 除 × ×

議案51　平成26年度豊明市一般会計補正予算
（第１号）（委員会審査期限延期）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠 × × × ○ × 停 ○ ○

議 案　51 平成26年度豊明市一般会計補正予算（第１号） × × × × × × × × × ×

議
　
　
　
長

○ ○ ○ × × ○ × × ×

意見書案  ４ 集団的自衛権の行使容認に関する意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × ○ ○ × × ○ ○

請 願 ３
集団的自衛権の行使容認に反対する意見書を
豊明市議会から国に提出を求める請願

× × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○

請 願 ４ 豊明インター周辺の開発促進を求める請願 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

陳 情 ７
豊明市議会の将来ビジョンを市民参加で策定
し公表することを求める陳情

× × × × × × × × × × ○ ○ ○ × × ○ ○ × ○
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市
長
よ
り
５
月
開
会
議
会
に

上
程
さ
れ
た
議
案
第
51
号
「
生

活
・
子
育
て
支
援
給
付
金
」
事

業
に
つ
い
て
は
、
消
費
税
が
３

％
ア
ッ
プ
し
た
こ
と
に
よ
り
国

・
県
が
非
課
税
世
帯
及
び
児
童

手
当
受
給
者
に
対
し
、
そ
れ
ぞ

れ
１
万
円
支
給
す
る
事
業
に
豊

明
市
と
し
て
５
０
０
０
円
を
上

乗
せ
し
て
支
給
す
る
議
案
で
す
。

選
挙
公
約
で
あ
っ
た
市
民
税
10

％
減
税
を
撤
回
し
、
そ
の
代
替

案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で

す
。
市
政
会
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

生
活
圏
で
聞
き
取
り
調
査
を
し

た
結
果
、
市
長
の
バ
ラ
マ
キ
施

策
に
批
判
的
で
賛
成
さ
れ
る
方

は
わ
ず
か
で
あ
り
市
政
会
の
判

断
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　

中
央
小
学
校
の
増
築
工
事
に

関
し
ま
し
て
は
、
増
築
工
事
は

４
教
室
で
あ
り
、
学
校
側
か
ら

の
６
教
室
の
希
望
に
沿
う
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
校
舎

の
内
部
造
作
に
至
っ
て
は
、
床

　

消
費
税
増
税
は
逆
進
性
が
高

く
、
所
得
の
低
い
世
帯
ほ
ど
負

担
は
重
く
の
し
か
か
る
。
子
ど

も
の
貧
困
が
社
会
問
題
化
し
て

い
る
中
、
非
課
税
世
帯
・
生
活

保
護
世
帯
の
子
ど
も
た
ち
へ
の

支
援
は
ま
さ
に
喫
緊
の
事
業
と

い
え
る
。

　

本
年
２
月
に
行
わ
れ
た
、
豊

明
市
子
ど
も
子
育
て
支
援
計
画

策
定
の
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的

な
支
援
の
充
実
、
幼
稚
園
・
保

育
園
に
係
る
費
用
な
ど
の
軽
減

が
上
位
を
占
め
て
い
た
。
子
育

て
世
代
が
、
経
済
的
支
援
を
求

め
て
い
る
こ
と
は
確
か
で
あ
り
、

給
付
へ
の
期
待
は
大
き
な
も
の

と
考
え
る
。

　

給
付
の
た
め
の
財
源
は
、
定

員
管
理
の
適
正
化
・
市
長
給
与

半
減
・
入
札
改
革
な
ど
、
行
政

改
革
の
努
力
に
よ
り
確
保
さ
れ
、

給
付
に
よ
る
他
の
事
業
へ
の
影

響
は
な
い
。

　

給
付
金
は
、
市
長
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
「
市
民
税
10
％
減
税
」
に

材
・
腰
板
等
は
友
好
自
治
体
で

あ
る
豊
根
村
産
の
木
材
を
使
用

す
る
と
の
こ
と
で
す
。
長
年
に

わ
た
り
子
ど
も
の
野
外
学
習
を

支
え
て
い
た
だ
い
た
豊
根
村
と

の
き
ず
な
も
ま
す
ま
す
強
い
も

の
と
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。

　

「
豊
明
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開

発
促
進
を
求
め
る
」
請
願
第
４

号
の
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
と

道
路
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
愛

知
豊
明
花
き
地
方
卸
売
市
場
開

設
以
前
か
ら
の
懸
念
で
あ
り
ま

し
た
が
、
当
時
は
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
が
あ
り
、
進
展
し
な
か
っ

た
も
の
と
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。

以
来
約
20
年
余
と
な
り
周
辺
住

民
か
ら
の
地
区
計
画
の
見
直
し

要
望
等
、
近
隣
市
町
そ
れ
ぞ
れ

我
が
ま
ち
の
活
性
化
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
当

該
地
域
は
立
地
も
よ
く
、
開
発

に
よ
り
当
市
に
と
っ
て
将
来
大

き
な
財
産
に
な
る
も
の
と
確
信

し
て
お
り
ま
す
。

対
す
る
市
民
の
意
向
調
査
を
受

け
て
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

市
長
が
選
挙
時
に
政
治
理
念
の

一
つ
と
し
て
掲
げ
た
「
市
民
負

担
の
軽
減
」
と
い
う
市
民
と
の

約
束
を
、
形
を
変
え
て
実
施
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

議
会
が
実
施
し
た
職
員
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
多
く
の
新
聞
が
異

例
と
報
じ
た
。
大
学
教
授
は

「
議
案
を
出
し
て
い
る
立
場
の

職
員
に
問
う
正
当
性
は
な
く
、

や
る
べ
き
で
は
な
い
。
結
果
が

出
て
も
市
民
の
本
音
と
は
言
え

ず
、
間
違
っ
た
方
向
に
誘
導
し

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。
市

民
の
良
識
の
代
表
で
あ
る
議
員

が
判
断
を
示
す
べ
き
。
」
と
コ

メ
ン
ト
し
た
。

　

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
に
十

分
な
討
議
は
な
く
、
多
数
派
に

よ
り
強
行
さ
れ
た
。
民
意
を
聞

く
こ
と
を
職
員
に
委
ね
て
は
、

み
ず
か
ら
そ
の
存
在
を
否
定
し

た
に
等
し
い
。
今
こ
そ
、
議
会

改
革
が
迫
ら
れ
る
。

（議会の最終日に各会派等の意見を代

表して賛成・反対討論を行いました。）

議案等に対する

討 論
◆ 

市
政
会 

◆

◆ 

市
政
改
革
の
会 

◆

６
月
定
例
月
議
会
を
振
り
返
っ
て

議
案
第
51
号
に
は
反
対

「
生
活
・
子
育
て
支
援
給
付
金
」
は
喫
緊
の
施
策
、
賛
成
す
る
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低
所
得
者
や
子
育
て
世
帯
を

支
援
す
る
名
目
で
「
給
付
金
」

が
提
案
さ
れ
た
が
、
生
活
保
護

者
に
は
支
給
さ
れ
な
い
不
公
平

な
「
給
付
金
」
で
あ
る
。
国
は

生
活
保
護
者
に
は
「
給
付
金
」

を
支
給
し
な
い
か
わ
り
に
保
護

基
準
を
引
き
上
げ
て
対
応
し
た

が
、
豊
明
市
の
「
給
付
金
」
は

保
護
基
準
引
き
上
げ
も
な
く

「
給
付
金
」
も
な
し
に
し
て
し

ま
っ
た
。
例
え
ば
子
育
て
中
の

４
人
家
族
で
年
収
２
５
５
万
円

以
下
の
非
課
税
世
帯
で
は
「
給

付
金
」
が
支
給
さ
れ
る
が
、
同

じ
条
件
の
生
活
保
護
者
は
年
額

２
０
８
万
円
し
か
な
く
て
も

「
給
付
金
」
が
支
給
さ
れ
な
い
。

こ
ん
な
不
公
平
な
「
給
付
金
」

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
一
番

「
給
付
金
」
を
必
要
と
し
て
い

る
生
活
保
護
者
に
も
支
給
さ
れ

る
公
平
な
「
給
付
金
」
に
し
て

再
度
提
案
さ
れ
る
こ
と
を
求
め

る
。

★
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
に

反
対
す
る
意
見
書
を
国
に
提
出

を
求
め
る
請
願
書
は
採
択
の
立

場
で
あ
る
。
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
で
私
た
ち
国
民
が
戦
争

に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
が
あ
り
、

若
者
が
戦
場
に
送
ら
れ
る
こ
と

が
な
い
よ
う
「
意
見
書
」
を
提

出
す
る
こ
と
は
大
切
な
こ
と
で

す
。

　

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
よ
る

経
済
的
支
援
と
し
て
、
国
や
県

か
ら
、
非
課
税
世
帯
や
子
育
て

世
帯
に
一
人
当
た
り
１
万
円
が

給
付
さ
れ
る
。
市
の
提
案
は
そ

れ
に
５
０
０
０
円
を
上
乗
せ
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
支
給
の
対
象
者
に
さ
ら

に
手
厚
く
、
と
い
う
考
え
方
に

は
疑
問
を
感
じ
る
。
国
や
県
の

給
付
か
ら
外
れ
て
も
、
ま
だ
経

済
的
な
支
援
が
必
要
と
認
め
ら

れ
る
と
こ
ろ
に
目
を
向
け
る
の

が
、
基
礎
自
治
体
で
あ
る
豊
明

市
の
役
割
と
考
え
る
か
ら
で
あ

る
。

　

今
回
で
い
う
と
、
国
の
給
付

金
か
ら
外
れ
た
と
さ
れ
る
「
ひ

と
り
暮
ら
し
の
働
く
貧
困
層
」

へ
の
支
援
や
、
子
育
て
の
経
済

的
負
担
が
変
わ
ら
な
い
の
に
、

中
学
生
ま
で
と
し
た
県
の
給
付

金
か
ら
外
れ
た
高
校
生
へ
の
支

援
で
あ
る
。

　

委
員
会
で
は
修
正
案
を
示
し

た
。
「
生
活
給
付
金
」
に
つ
い

て
は
均
等
割
の
み
課
税
さ
れ
て

い
る
世
帯
（
働
く
貧
困
層
）
を

対
象
と
し
、
「
子
育
て
支
援
給

付
金
」
は
所
得
制
限
を
設
け
ず

高
校
生
ま
で
と
す
る
も
の
で
あ

る
。
市
の
提
案
よ
り
４
５
０
０

万
円
の
減
額
と
な
る
。
賛
同
を

得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念

に
思
う
。

◆ 

日
本
共
産
党 

◆

◆ 

か
け
は
し 

◆

豊
明
市
の
「
生
活
・
子
育
て
支
援
給
付
金
」
は
生
活
保
護

者
に
も
支
給
す
る
公
平
な
給
付
金
に
す
べ
き
と
し
て
反
対

豊
明
市
「
生
活
・
子
育
て
支
援
給
付
金
」
に
つ
い
て
、
支

給
の
対
象
者
を
見
直
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
反
対
す
る

　

豊
明
市
生
活
・
子
育
て
支
援

給
付
金
は
、
国
・
県
と
同
時
期

に
支
給
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
当
初
予
算

に
出
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

豊
明
市
生
活
・
子
育
て
支
援

給
付
金
は
、
支
給
対
象
者
が
国

・
県
が
支
給
さ
れ
る
方
と
同
じ

で
あ
り
ま
す
の
で
、
１
億
２
０

０
０
万
円
を
使
う
の
で
あ
れ
ば
、

子
育
て
支
援
の
拡
充
な
ど
、
ほ

か
に
充
て
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
給
付
金

は
１
回
の
み
で
一
貫
性
が
あ
り

ま
せ
ん
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、

反
対
と
い
た
し
ま
す
。

　

請
願
第
４
号
豊
明
イ
ン
タ
ー

周
辺
の
開
発
促
進
を
求
め
る
請

願
に
つ
い
て
は
、
地
域
開
発
は

必
要
で
あ
り
ま
す
。
開
発
に
お

金
が
か
か
る
の
は
当
然
で
あ
り

ま
す
。

　

お
金
は
か
か
っ
て
も
、
後
々

回
収
し
て
い
た
だ
く
、
ま
た
回

収
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

請
願
書
の
趣
旨
の
中
に
、
地

権
者
一
同
並
び
に
周
辺
と
地
区

の
代
表
者
の
方
は
、
と
も
に
市

街
化
区
域
編
入
と
道
路
整
備
等
、

開
発
促
進
を
強
く
請
願
さ
れ
て

お
り
ま
す
。

　

請
願
事
項
の
豊
明
イ
ン
タ
ー

周
辺
の
市
街
化
編
入
と
開
発
。

梶
田
交
差
点
か
ら
花
き
市
場
に

至
る
道
路
整
備
を
、
ま
ず
は
い

ち
早
く
努
力
し
て
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
出
て
く

る
と
思
い
ま
す
が
、
１
日
も
早

い
イ
ン
タ
ー
周
辺
の
開
発
を
要

望
い
た
し
ま
し
て
賛
成
討
論
を

行
い
ま
し
た
。

◆ 

公
明
党
市
議
団 

◆

議
案
第
51
号
「
生
活
・
子
育
て
支
援

給
付
金
」
に
つ
い
て
反
対
、
請
願
第

４
号
に
つ
い
て
賛
成
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６
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

動
議
第
４
号
を
審
議
し
、
賛
成
多

数
に
よ
り
近
藤
惠
子
議
員
に
５
日

間
の
出
席
停
止
の
懲
罰
を
科
す
べ

き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

　

３
月
28
日
に
動
議
第
４
号
が
提

出
さ
れ
た
た
め
、
懲
罰
特
別
委
員

会
を
設
置
し
ま
し
た
。
審
査
の
結

果
、
本
会
議
に
て
賛
成
多
数
に
よ

り
議
会
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な

り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
６
月
２
日

に
懲
罰
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、

審
査
し
た
結
果
を
受
け
、
審
議
し

た
も
の
で
す
。

　

６
月
26
日
の
本
会
議
に
て
、
議

案
第
51
号
豊
明
市
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
に
つ
い
て
審
議

し
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま

し
た
。

　

議
案
第
51
号
は
５
月
16
日
に
開

催
し
た
平
成
26
年
開
会
議
会
に
て

提
案
さ
れ
、
福
祉
文
教
委
員
会
に

付
託
し
ま
し
た
。
福
祉
文
教
委
員

会
で
審
査
し
た
結
果
、
委
員
会
審

査
期
限
延
期
要
求
が
提
出
さ
れ
、

本
会
議
に
て
賛
成
多
数
に
よ
り
議

決
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
６
月

６
日
ま
で
審
査
期
限
を
延
期
し
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
５
月
21
日
、
６
月
６

日
に
福
祉
文
教
委
員
会
を
開
催
し
、

審
査
し
ま
し
た
が
、
結
論
を
得
る

に
至
ら
ず
な
お
審
査
を
行
う
必
要

が
あ
っ
た
た
め
、
６
月
26
日
ま
で

の
委
員
会
審
査
期
限
延
期
要
求
が

提
出
さ
れ
、
６
月
６
日
の
本
会
議

に
て
賛
成
多
数
に
よ
り
議
決
し
ま

し
た
。

　

６
月
12
日
に
開
催
し
た
福
祉
文

教
委
員
会
で
所
管
事
務
調
査
と
し

て
職
員
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
実
施
す
る
こ
と
を
決
定
し
、

６
月
12
日
か
ら
24
日
ま
で
の
期
間

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
及
び
そ
の
集

計
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

６
月
24
日
に
福
祉
文
教
委
員
会

を
開
催
し
、
審
査
し
ま
し
た
。
委

員
会
に
お
い
て
修
正
案
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
が
、
賛
成
少
数
に
よ
り

否
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
原
案
に

つ
い
て
も
、
賛
成
少
数
に
よ
り
否

決
し
ま
し
た
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い
て
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

動

議

議
案
第
51
号

議案第51号　生活･子育て支援給付金事業についての調査結果

2　実施するとすれば、今回の給付の対象者
Ａ　適正であると思う
Ｂ　生活保護者も含めるべきだ
Ｃ　国・県が支給するので必要ない
回答なし

28
10
80
21

（20%）
（7%）
（58%）
（15%）

3　必要だと考える事業（複数回答）
１　生活保護世帯への支給
２　生活･子育て支援給付金
３　野外教育センターの浄化槽改修
４　病児・病後児保育の拡充
５　放課後子ども教室の完全実施
６　身障児施設（どんぐり学園）の改修及び拡充
７　養護施設への通学支援
８　豊明市の活性化・開発事業
９　その他

10
18
12
33
32
20
23
55
26

1
2
3
4
5
6
7
8
9

0 10 20 30 40 50 60

Ａ　賛成
Ｂ　反対
Ｃ　どちらともいえない
回答なし

18
57
63
1

（13%）
（41%）
（45%）
（1%）

1　この議案についてどう思いますか

2　給付の対象者

3　必要だと考える事業（複数回答）

1　議案についてどう思うか

2　給付の対象者

賛成18（13％）

反対57
（41％）

どちらとも
いえない63
（45％）

国・県が支給するので
必要なし80（58％）

回答なし1（1％）

配布：229　回収：156（内白紙：17）　回収率：68.12％

回答なし21（15％）

生活保護も
含むべき10（7％）

適正28（20％）

1010

1818

1212

3333

3232

2020

2323

5555

2626
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◎
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
に

関
す
る
意
見
書

　

政
府
は
、
諮
問
機
関
で
あ
る

「
安
全
保
障
の
法
的
基
盤
の
再
構

築
に
関
す
る
懇
談
会
（
安
保
法
制

懇
、
柳
井
俊
二
座
長
）
」
が
提
出

し
た
報
告
書
を
受
け
て
、
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
を
、
６
月
中

に
も
閣
議
決
定
す
る
方
向
で
与
党

協
議
を
加
速
し
て
お
り
、
閣
議
決

定
を
踏
ま
え
た
関
連
法
案
の
整
備

も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

　

近
年
の
北
朝
鮮
の
核
開
発
の
動

き
や
尖
閣
諸
島
周
辺
の
東
シ
ナ
海

で
続
発
す
る
領
海
侵
犯
な
ど
、
日

本
の
安
全
保
障
を
巡
る
環
境
が
変

化
す
る
中
で
、
集
団
的
自
衛
権
の

行
使
を
容
認
す
べ
き
か
に
つ
い
て

議
論
す
る
こ
と
に
つ
い
て
否
定
す

る
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が

ら
、
国
防
、
安
全
保
障
の
根
幹
に

関
わ
り
、
国
民
生
活
に
影
響
を
及

ぼ
す
重
要
な
問
題
で
あ
る
こ
と
に

鑑
み
、
関
係
者
と
の
十
分
な
意
見

交
換
を
経
て
、
全
国
で
公
聴
会
を

開
催
す
る
な
ど
の
方
法
で
、
最
終

的
に
は
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
る

形
で
結
論
を
出
す
べ
き
だ
と
考
え

る
。
憲
法
解
釈
を
め
ぐ
る
昨
今
の

議
論
に
つ
い
て
、
よ
り
広
範
囲
に

平
成
26
年
６
月
定
例
月
議
会
で
、

次
の
件
を
議
決
し
ま
し
た
。

◎
議
員
派
遣
の
件

　
　

平
成
26
年
６
月
６
日

　

豊
明
市
議
会
会
議
規
則
第

１
６
６
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
議
員
を
派
遣
す
る
。

１　

友
好
自
治
体
議
員
合
同
研
修

　
　

会

⑴
派
遣
目
的

住
民
交
流
の
促
進
に
係
る
行
政

施
策
の
実
情
調
査
及
び
議
員
意

見
交
換

⑵
派
遣
場
所

愛
知
県
北
設
楽
郡
豊
根
村

⑶
派
遣
期
間

平
成
26
年
７
月
14
日
か
ら
７
月

15
日
（
２
日
間
）

⑷
派
遣
議
員

議
員
全
員

２　

尾
三
十
一
市
議
会
議
員
合
同

　

研
修
会

⑴
派
遣
目
的

地
方
行
財
政
の
重
要
課
題
に
関

す
る
研
修

⑵
派
遣
場
所

愛
知
県
清
須
市

⑶
派
遣
期
日

平
成
26
年
８
月
５
日

⑷
派
遣
議
員

議
員
全
員

意
見
を
と
り
ま
と
め
る
べ
き
だ
と

考
え
る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
国
に
対

し
、
現
在
、
政
府
が
進
め
て
い
る

集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認
を
検

討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
関
係
者

と
の
十
分
な
意
見
交
換
を
踏
ま
え
、

国
民
的
議
論
を
経
る
な
ど
、
慎
重

に
進
め
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

意
見
書
提
出
先

　
　
　
　
　
　

内
閣
総
理
大
臣

◎
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協

定
）
交
渉
に
関
す
る
意
見
書

　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
を
め
ぐ
る
日
米
２

国
間
協
議
は
、
４
月
25
日
に
東
京

で
行
わ
れ
た
日
米
首
脳
会
談
に
お

い
て
も
大
筋
合
意
に
は
至
ら
ず
、

引
き
続
き
協
議
を
続
け
て
い
く
こ

と
と
さ
れ
た
。
し
か
し
、
首
脳
会

談
の
翌
日
に
発
表
さ
れ
た
日
米
共

同
声
明
に
お
い
て
は
、
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
関
す
る
２
国
間
の
重
要
な
課
題

に
つ
い
て
前
進
す
る
道
筋
を
特
定

し
た
」
と
明
記
さ
れ
、
こ
れ
を
受

け
た
安
倍
総
理
が
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

全
体
を
早
期
に
妥
結
さ
せ
る
意
欲

を
示
す
な
ど
、
依
然
と
し
て
予
断

を
許
さ
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
は
、
農
林
水
産
業
の
み
な

ら
ず
、
「
食
と
暮
ら
し
・
い
の

ち
」
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
問

題
で
あ
り
、
「
農
林
水
産
物
の
重

要
品
目
を
除
外
又
は
再
協
議
の
対

象
と
す
る
」
と
し
た
衆
参
農
林
水

産
委
員
会
決
議
は
必
ず
守
ら
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
が
国
民
の
暮
ら
し
に
直
結
す
る

問
題
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

今
も
な
お
、
交
渉
内
容
に
つ
い
て

の
情
報
は
開
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、

国
民
の
不
安
は
増
す
ば
か
り
で
あ

る
。

　

よ
っ
て
、
当
市
議
会
は
国
に
対

し
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
に
お
い
て
、
衆

参
農
林
水
産
委
員
会
決
議
を
遵
守

さ
れ
る
こ
と
及
び
交
渉
に
関
す
る

国
民
へ
の
情
報
開
示
を
徹
底
さ
れ

る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　

意
見
書
提
出
先

　
　

内
閣
総
理
大
臣　

他
２
大
臣

意
見
書（
一
部
省
略
）

議
員
派
遣
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８月２７日㈬ 本会議（議案上程・提案説明）
９月　１日㈪ 本会議（一般質問）
９月　２日㈫ 本会議（一般質問）
９月　３日㈬ 本会議（一般質問）
９月　５日㈮ 本会議（議案質疑・委員会付託）

９月　８日㈪ ・ ９日㈫　決算特別委員会
９月１１日㈭ 総務委員会
９月１２日㈮ 福祉文教委員会
９月１６日㈫ 建設消防委員会
９月２５日㈭ 本会議（委員長報告・討論・採決）

※本会議・委員会とも午前10時より開かれます。　上記は予定のため、変更される場合がありますので、ご了承ください。
　詳しくは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0562－92－1121

・・・９月定例月議会の開催日程（予定）・・・

４
月

　

16
日　

会
営
競
馬
場
所
在
都
市

議
会
協
議
会
定
期
総
会

（
東
京
都
）

　

17
日　

東
海
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
（
浜
松
市
）

　

23
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

会
派
会
議

５
月

　

７
日　

岡
崎
市
議
会
議
員
行
政

視
察
来
訪

　

９
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　
　
　
　

会
派
会
議

　

13
日　

会
派
会
議

　

16
日　

開
会
議
会

　

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

21
日　

福
祉
文
教
委
員
会

　

23
日　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

会
派
会
議

　
　
　
　

正
副
委
員
長
会

　
　
　
　

東
部
知
多
衛
生
組
合
議

会
臨
時
会

　

28
日　

全
国
市
議
会
議
長
会
定

期
総
会
（
東
京
都
）

　
　
　
　

岡
山
県
瀬
戸
内
市
議
会

議
員
行
政
視
察
来
訪

６
月

　

２
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

懲
罰
特
別
委
員
会

　

６
日
〜
26
日　

６
月
定
例
月
議

会

　

６
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

会
派
会
議

　

９
日　

愛
知
県
競
馬
組
合
議
会

臨
時
会

　

17
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

26
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

会
派
会
議

　
　
　
　

正
副
委
員
長
会

７
月

　

１
日　

山
梨
県
上
野
原
市
議
会

議
員
行
政
視
察
来
訪

　

10
日　

東
部
知
多
衛
生
組
合
議

会
議
員
行
政
視
察

　

11
日　

岩
手
県
雫
石
町
議
会
議

員
行
政
視
察
来
訪

　

14
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

会

　

14
日
〜
15
日　

友
好
自
治
体
議

員
合
同
研
修
会
（
豊
根

村
）

議
会
日
誌

　

皆
さ
ん
の
希
望
や
意
見
を

直
接
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る

た
め
の
手
段
と
し
て
、
だ
れ

で
も
請
願
書
や
陳
情
書
を
議

会
に
提
出
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
議
員
が
議
案
な
ど

を
ど
の
よ
う
に
審
議
し
、
議

決
し
て
い
る
か
を
見
る
た
め

に
、
議
会
を
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
請
願
及
び
陳
情
の
提
出
方

法
　

請
願
書
・
陳
情
書
は
、
市

政
に
つ
い
て
の
要
望
な
ど
を

簡
潔
に
記
載
し
、
提
出
年
月

日
、
提
出
者
の
住
所
・
氏
名

を
書
き
、
印
を
押
し
た
も
の

を
議
長
に
提
出
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
請
願
書
を
提
出
す

る
に
は
、
１
人
以
上
の
議
員

の
紹
介
が
必
要
で
す
。
（
陳

情
書
は
、
紹
介
議
員
は
不
要

で
す
。
）

■
本
会
議
の
傍
聴

　

本
会
議
は
、
公
開
が
原
則

で
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍

聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

議
場
の
傍
聴
席
は
、
一
般

席
が
48
席
あ
り
ま
す
。

■
委
員
会
の
傍
聴

　

委
員
会
の
一
般
傍
聴
と
請

願
等
に
関
す
る
関
係
者
の
傍

聴
は
、
会
議
の
進
行
や
傍
聴

席
等
の
状
況
に
応
じ
て
委
員

会
に
諮
っ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

　

委
員
会
の
一
般
傍
聴
は
、

６
人
以
内
で
す
。

※
傍
聴
の
受
付

　

本
会
議
や
委
員
会
は
通
常
、

午
前
10
時
か
ら
開
か
れ
ま
す
。

　

傍
聴
は
、
会
議
当
日
の
開

会
20
分
前
か
ら
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
す
。

　

傍
聴
希
望
者
が
多
い
場
合

は
、
席
の
都
合
に
よ
り
抽
選

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

市
民
と
市
議
会

※
一
般
質
問
（
個
人
質
問
）

は
、
９
月
１
日
号
に
掲
載
を

予
定
し
て
い
ま
す
。


